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国際緊急援助隊(JDR)について 

• 目的： 

海外の地域における大規模な災害に対し、国際緊急
援助活動を行うこと。 

 

• 対象地域： 

途上国のみならず先進国 
 

• 対象となる災害： 

自然災害と人為的災害 

（例：地震、洪水、台風、干ばつ、ビルの倒壊など） 



JICA ホームページ 



こちらは救助チーム 
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JDR医療チーム 

• 医療チームは、被災者の診療にあたるととも
に、必要に応じて疾病の感染予防や蔓延防
止のための活動を行う。 

• メンバーは個人の意志で登録している医師、
看護師、薬剤師、調整員の中から選ばれる
のに加え外務省の職員やJICAの業務調整員
から編成。 



要請主義に基づいた派遣プロセス 

ボランティアベースの登録 

医療チームの場合 



従来のJDR医療チーム 

• 外来とモバイル診療が中心で手術機材や 
入院設備はない。（23名を基本とする） 

• 多数の重症患者への対応が困難。 



JDR医療チームの機能拡充 

• アジア近隣諸国における大規模災害に対して
医療チームが急性期に対応できる機能を拡
充する必要性が高まった。 

• チャーター機の活用により超急性期に現地入
りできる可能性が高くなった。 

• 手術・入院・透析など救命医療への対応能力。 

• 人員は従来の2倍以上。 



JDR機能拡充におけるCEの役割 

• 手術室における麻酔器などの設置・管理 

• 透析装置の機器管理や施行中の患者管理 

• 病棟における機器管理（モニターなど） 

• 手術室内の電源管理 

• 酸素ボンベの管理（海外では接続口から異なる） 

• 機器のトラブル対応 

• その他、診療の補助 

 







提供：JICA 



 

提供：JICA 



 

提供：JICA 



 

提供：JICA 



 

提供：JICA 



 

提供：JICA 



 

提供：JICA 



 

提供：JICA 



ネパール警察資料 
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ネパール地震 
犠牲者の3人に１人は小児 
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CEの登録者募集中！ 
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